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キリストの満ち満ちた務めと神聖で奥義的な領域

1:14 15:45 5:6 14:10-11, 16-20聖書：ヨハネ ．Ⅰコリント 後半．啓 ．ヨハネ

使徒たちの教えは 使徒 、神の新約エコノミーの テモテ ）唯一の教えⅠ． （ （Ⅰ2:42 1:3-4）

であり、三つの時期におけるキリストの満ち満ちた務めに関してです。わたしたちは

キリストの三つの神聖で奥義的な時期（受肉、包括、強化）における満ち満ちた務め

：の中で、キリストを経験し享受する必要があります

Ａ．わたしたちは三つの時期におけるキリストを知る必要があります――ヨハネ ．1:14

Ⅰコリント 後半．啓 。15:45 5:6

Ｂ．受肉、包括、強化の三つの時期を知るなら、わたしたちは真に聖書を知ります。

Ｃ．第一の時期は受肉の時期、すなわち肉体におけるキリストの時期です。この時期に

おいて、キリストは無限の神を有限な人の中にもたらしました。キリストは三一の

神と三部分から成る人を結合し、ミングリングし、合併しました。キリストは彼の

かぐわしい美徳を通して、彼の人性において満ちあふれる神の豊富な属性を表現し

。 。ました キリストはすべてを含む法理的な贖いを完成しました――ヨハネ 1:14, 29

Ｄ．第二の時期は包括の時期、すなわち命を与える霊としてのキリストの時期です。こ

の時期において、キリストは神の長子として生まれました。キリストは命を与える

霊と成りました。キリストはからだのために信者たちを再生しました――Ⅰコリン

ト 後半．Ⅱコリント 。15:45 3:17

Ｅ．第三の時期は強化の時期、すなわち七倍に強化された霊としてのキリストの時期で

す。この時期において、キリストは彼の有機的な救いを強化します。キリストは勝

利者を生み出します。キリストは新エルサレムを究極的に完成します――啓 ．1:4

． ． ：4:5 5:6 3:1

１．からだが満ち満ちていて完全に生み出されるために、キリストの務めの第三の時

期が必要です。すなわち、複合の、すべてを含む、命を与える霊が七倍に強化さ

れた霊と成る必要があります―― 。4:5

２．キリストは七倍に強化された霊と成って、召会の堕落に打ち勝ちました。それは

勝利者を生み出し、そしてからだをもたらすためです―― 後半：2:7

ａ．勝利者であるのは、からだを建造して新エルサレムを究極的に完成するためで

す――エペソ ．啓 。4:16 21:2

ｂ．強化の時期におけるキリストの務めは、からだを建造して新エルサレムを究極

的に完成します――エペソ 。4:12

Ｆ．主の回復の中で、わたしたちは三つの区分（あるいは三つの時期）での働きを行な

う必要があります：

． （ ） 、 。 （ ）１ 第一の区分 受肉 での働きは 贖われた人を生み出します 第二の区分 包括

での働きは、召会を生み出します。第三の区分（強化）での働きは、からだを建

造して新エルサレムを究極的に完成します――使徒 ．エペソ ．啓14:22-23 4:16

。21:10-11

２．第一の時期は物質の領域においてであり、法理的な贖いを完成するためです。第



二の時期は神聖で奥義的です。第三の時期で、神聖で奥義的な領域における円熟

があり、からだが建造されて新エルサレムを究極的に完成します。

：Ⅱ．神聖で奥義的な領域は三一の神の領域です

Ａ．三一の神ご自身が神聖で奥義的な領域です――ヨハネ ：14:10-11

１．神聖な三一の三者（父、子、霊）は自ら存在し、永遠に存在し、相互内在してい

ます。これが神聖で奥義的な領域です。

２．御父は御子の中に具体化され、御子は御父の具体化であり、神聖で奥義的な領域

を形成しています。

Ｂ．わたしたちが入ることができる神聖で奥義的な領域は、究極的に完成された霊と霊

なるキリストの神聖で奥義的な領域です―― 節：16-20

１．別の慰め主、すなわち実際の霊は、御子の実際であり、信者たちの中の御子の臨

在として実際化されています―― 節。16-18

． 、 、２ 復活の中で御子は命を与える霊と成り 弟子たちに来て彼らの中に息を吹き込み

聖霊を受けさせました。これによって、御子は御父の中におり、信者たちは御子

の中におり、御子は信者たちの中にいるのを、わたしたちは知ることができます

――Ⅰコリント 後半．ヨハネ ． 。15:45 20:22 14:19-20

Ｃ．神聖で奥義的な領域を珍重するなら、以下のことが必要です：

１．鮮明な対比を見る：地的なことと天的なことの対比、法理的なことと有機的なこ

との対比、客観的なことと主観的なことの対比、物質的なことと奥義的なことの

対比。

２．神の全体的な救いの手続きと目的を区別する――ローマ ：5:10

ａ．手続きは法理的で、物質の領域にあります。

ｂ．目的は有機的で、奥義的な領域にあります。

Ｄ．わたしたちは神聖で奥義的な領域に入ることを高く見るべきです：

． 、 。１ キリストの天の務めは 神聖で奥義的な領域の中で遂行されます――ヘブル 8:1

２．神の有機的な救いは、神聖で奥義的な領域の中で完成されます。

３．すべての信者は究極的に完成された霊と霊なるキリストの神聖で奥義的な領域の

、 。中にいて 三一の神とミングリングされ、一を保つ必要があります――ヨハネ17:21, 23

Ｅ．わたしたちは神聖で奥義的な領域を見ることによって、この領域に入ります。霊的

な事では、見ることは入ることです―― 。3:3, 5

Ｆ わたしたちは神聖で奥義的な領域の一部となることによって この領域に入ります：． 、

１．わたしたちは神聖な誕生を通して、神聖で奥義的な領域の一部となります。再生

を通して、わたしたちは神聖で奥義的な領域へと生まれました―― 節。6

２．わたしたちは神の神性にあずかることによって、神聖で奥義的な領域の一部とな

ります―― 節．Ⅱペテロ ．エペソ ．Ⅱコリント ．ローマ 。15 1:4 4:23 3:18 8:23, 29

３．わたしたちはキリストのからだの中で建造されることによって、神聖で奥義的な

領域の一部となります。このからだは、新天新地における神聖で奥義的な領域と

、 ． 。しての新エルサレムを究極的に完成し 永遠に至ります――エペソ 啓4:16 21:2
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